
港
と
郊
外
を
結
ぶ
鉄
道
沿
線

西
谷
・
二
俣
川
・
三
ツ
境

駅
前
商
店
街
か
ら
始
ま
る

駅
・
商
店
街
・
住
宅
地
の
新
し
い
関
係

低
地
に
駅
と
商
店
街
、

高
台
に
住
宅
地

　
相
鉄
本
線
沿
線
は
、
人
々
の
生
活
の
息
吹
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
、
郊
外
の
私
鉄
沿
線
の
雰
囲

気
を
色
濃
ぐ
残
す
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　
沿
線
の
市
街
地
化
か
進
ん
だ
の
は
、
昭
和
2
0

～
4
0
年
代
が
中
心
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
田
園

都
市
沿
線
の
よ
う
な
鉄
道
敷
設
と
一
体
と
な
っ

て
大
規
模
か
つ
計
画
的
に
進
め
ら
れ
た
沿
線
開

発
で
は
な
か
っ
た
。
横
浜
駅
か
ら
星
川
駅
あ
た

り
ま
で
の
帷
子
川
デ
ル
タ
工
場
地
帯
は
別
に
し

て
、
相
鉄
本
線
沿
線
で
は
自
然
発
生
的
に
商
店

街
が
生
ま
れ
、
小
規
模
な
住
宅
開
発
が
繰
り
返

さ
れ
る
中
で
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
の
た
め
、
沿
線
で
は
、
川
に
沿
っ
た
狭
い

低
地
と
川
を
取
り
囲
む
小
高
い
丘
陵
地
と
い
う

元
の
地
形
が
そ
の
ま
ま
温
存
さ
れ
て
い
る
。
谷

保
土
ヶ
谷
区
・
旭
区
・
瀬
谷
区
／
相
鉄
本
線
沿
線

間
と
な
っ
た
低
地
部
に
は
鉄
道
お
よ
び
国
道
1
6

号
線
や
厚
木
街
道
が
走
り
、
商
業
機
能
が
集
積

し
、
住
宅
地
は
丘
陵
部
に
存
在
す
る
と
い
う
沿

線
特
有
の
構
図
が
見
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
丘
陵
地
の
住
宅
地
と
い
っ
て
も
、
保

土
ヶ
谷
区
や
旭
区
の
沿
線
エ
リ
ア
は
横
浜
駅
周

辺
な
ど
の
商
業
集
積
地
に
近
く
、
ま
た
、
バ
ス

な
ど
公
共
交
通
網
も
充
実
し
て
い
る
エ
リ
ア
が

多
い
。
そ
う
し
た
都
心
部
に
比
較
的
近
い
と
い

う
利
便
性
か
ら
、
近
年
、
こ
の
エ
リ
ア
で
の
マ

ン
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
も
増
え
て
い
る
。

　
だ
が
、
相
鉄
線
の
輸
送
人
員
自
体
は
、
平
成

７
年
を
ピ
ー
ク
に
ゆ
る
や
か
に
減
少
し
て
い
る
。

特
に
「
定
期
旅
客
」
―
相
鉄
線
を
利
用
し
て

通
勤
・
通
学
す
る
人
の
減
少
が
目
立
つ
。

　
こ
れ
は
沿
線
に
住
む
学
生
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

こ
の
エ
リ
ア
の
少
子
高
齢
化
を
反
映
し
て
い
る

地勢　相鉄本線は、西区、保土ヶ谷、

旭区、瀬谷区を通って海老名に至る

全長24.6キロメートルの路線で、６

割以上を市域が占める。二俣川から

「相鉄いずみ野線」が分岐し、泉区

を通って湘南台に至る。比較的平坦

な地に鉄道が敷かれ、沿線の駅周辺

は用途混在の市街地が多い。また、

周辺の丘陵部には、小規模な宅地造

成による住宅団地が多数存在する。

歴史　大正６年、神中鉄道は相模川

の砂利を採取・販売する目的で厚木

～横浜間26キロメートルに鉄道を付

設。昭和18年、神中鉄道は相模鉄道

と合併。沿線では、昭和20年代は保

土ヶ谷区の天王町・星川など工場地

帯の市街化、昭和30～40年代は横

浜駅西口のショッピングセンター開

設や横浜駅西口の再開発を背景に沿

線一帯の市街化が進み、沿線の大部

分が昭和50年代までに市街化され

た。

Area　Data

相鉄線の乗降客の推移
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井戸ばた倶楽部＠nishiya

と
い
え
る
。
事
実
、
沿
線
の
6
5
歳
以
上
の
高
齢

者
の
割
合
は
、
保
土
ヶ
谷
区
で
1
5
・
４
％
、
旭

区
1
5
・
１
％
、
瀬
谷
区
1
4
・
４
％
で
あ
り
、
い

ず
れ
も
市
の
平
均
1
3
･
9
％
を
上
回
る
。

　
さ
ら
に
、
沿
線
住
民
の
車
利
用
の
拡
大
も
鉄

道
利
用
者
減
少
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
環
状
２
号
線
の
全
線
開
通

に
よ
っ
て
、
沿
線
丘
陵
部
の
住
宅
地
か
ら
商
業

集
積
の
進
む
東
戸
塚
や
新
横
浜
周
辺
へ
の
車
で

の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
り
、
従
来
ま
で
の
日
常

品
は
駅
前
商
店
街
で
、
買
い
回
り
品
は
相
鉄
線

や
バ
ス
で
横
浜
駅
周
辺
ま
で
行
っ
て
買
う
と
い

う
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
相
鉄
本
線
沿
線
の
駅
前
商
店
街
は
、
か
ね
て

よ
り
ス
ー
パ
ー
な
ど
大
型
店
の
進
出
、
市
中
心

部
の
商
業
集
積
の
拡
大
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
大

型
店
の
進
出
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
。
ま
た
、

商
店
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
か
ら
、
空
き

店
舗
が
増
加
。
商
店
街
の
活
力
が
失
わ
れ
、
住

民
の
商
店
街
離
れ
に
拍
車
が
か
か
る
と
い
う
悪

循
環
も
見
ら
れ
た
。

　
そ
こ
に
、
鉄
道
利
用
者
の
減
少
や
地
域
住
民

保土ヶ谷区民が最寄り駅とする所

の
高
齢
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
と
い
う
状

況
が
加
わ
っ
て
き
て
い
る
。
だ
が
、
そ
ん
な
な

か
、
沿
線
の
駅
前
商
店
街
で
は
商
店
街
再
活
性

化
に
向
け
た
新
た
な
試
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。

駅
前
商
店
街
が
取
り
組
む

活
性
化
策

　
そ
の
一
つ
が
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
周
辺

住
民
と
の
関
係
強
化
を
図
る
動
き
で
あ
る
。

　
相
鉄
が
沿
線
開
発
を
す
る
以
前
か
ら
旧
八
王

子
街
道
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
西
谷
商
店
街

で
は
、
集
客
力
低
下
に
危
機
感
を
抱
き
、
平
成

1
2
年
、
空
き
店
舗
を
使
っ
た
交
流
ス
ペ
ー
ス

「
井
戸
ば
た
倶
楽
部
＠
n
i
s
h
i
y
a
」
を
設
け
た
。
同

ス
ペ
ー
ス
は
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
や
レ
ン
タ

ル
棚
、
大
テ
ー
ブ
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
各
店

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の
機
能
は
も
と

よ
り
、
住
民
サ
ー
ク
ル
の
手
作
り
作
品
の
展
示

販
売
や
各
種
教
室
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
か

た
ち
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
同
商
店
街
で
は
、
こ
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
に
あ
た
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
で
文
化
活
動

を
行
う
団
体
や
区
内
で
開
催
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
卜
の
参
加
団
体
に
店
舗
運
営
の
協
力
を

呼
び
掛
け
た
。
そ
の
結
果
、
運
営
に
は
住
民
が

積
極
的
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
空
き
店
舗
が

地
域
住
民
と
商
店
街
と
を
結
ぶ
共
有
空
間
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

　
同
じ
く
相
鉄
本
線
沿
線
の
三
ツ
境
商
店
街
で

も
、
４
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
空
き
店
舗
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
を
使
っ
て
、

平
成
1
2
年
か
ら
「
三
ツ
境
せ
っ
せ
　
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
」
を
開
設
。
同
プ
ラ
ザ
は
、
趣
味
の
講

座
な
ど
、
介
護
保
険
の
給
付
対
象
に
な
ら
な
い

高
齢
者
の
た
め
の
介
護
予
防
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
行
う
施
設
で
、
運
営
に
は
同
商
店
街
が

あ
た
っ
て
い
る
。
商
店
街
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
に
な
る
の
は
全
国
的
に
も
先
駆
的
で
あ
る
。

　
現
在
、
利
用
者
は
一
日
平
均
1
5
人
。
横
浜
市

は
1
8
区
す
べ
て
に
介
護
予
防
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

拠
点
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
賑
わ
っ

て
い
る
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、
空
き
店
舗
を
少
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子
高
齢
社
会
に
対
応
さ
せ
る
新
し
い
公
共
空
間

に
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
が
、
商
店
街
自
体
を
公
共
の
場
に

し
て
、
地
域
と
の
関
係
を
強
め
る
動
き
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
７
年
、
相
鉄
線
二
俣
川
駅
の

駅
前
商
店
街
の
店
主
た
ち
は
、
二
俣
川
商
店
街

振
興
組
合
（
二
俣
川
フ
ォ
ル
テ
）
を
結
成
し
、

商
店
街
と
し
て
の
活
性
化
の
道
を
探
っ
た
。

　
当
初
は
、
若
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
商
店
街
づ

く
り
と
い
う
意
見
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
最

終
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
「
福
祉
の
街
づ
く

り
に
貢
献
す
る
商
店
街
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
。

高
齢
化
し
た
住
宅
地
を
控
え
、
視
覚
障
害
者
の

た
め
の
県
立
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
や
高
等
看
護
学

校
が
立
地
す
る
と
い
う
地
域
性
か
ら
の
選
択
だ

っ
た
。
そ
し
て
、
具
体
策
と
し
て
、
音
に
よ
る

誘
導
や
弱
視
の
人
に
配
慮
し
た
サ
イ
ン
施
設
の

設
置
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
改
善
に
着
手
し
た
。
ま

た
、
盲
導
犬
Ｏ
Ｋ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
や
音
声
に
よ

る
案
内
地
図
、
お
も
て
な
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い

っ
た
ソ
フ
ト
面
の
拡
充
を
進
め
た
。

　
さ
ら
に
、
Ｉ
Ｔ
対
応
に
も
積
極
的
で
あ
る
。

二
俣
川
駅
周
辺
の
６
商
店
街
で
は
、
「
ス
マ
イ

ル
・
サ
ー
チ
」
と
い
う
店
舗
案
内
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
す
で
に
立
ち
上
げ
、
今
後
は
住
民
も
参
加

す
る
地
域
を
つ
な
ぐ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
掲
示

板
を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
商
店
街
関
係
者

は
こ
う
話
す
。

　
「
今
後
の
高
齢
者
や
障
害
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

卜
利
用
を
見
据
え
、
私
ど
も
商
店
街
は
地
域
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
な
っ
て
、
住
民
や
学
校
、

福
祉
施
設
と
高
齢
者
や
障
害
者
を
結
ん
で
い
き

た
い
。
た
と
え
ば
、
引
き
こ
も
り
老
人
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス
し
、
散
歩
し
た
い
と
言

え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
す
ぐ
に
車
で
迎
え
に
い

く
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
。
商
店
街
と
し
て
も
、

双
方
向
の
や
り
と
り
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
が

必
要
と
す
る
モ
ノ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展

開
で
き
ま
す
。
」

　
従
来
、
商
店
街
で
実
践
し
て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
Ｉ
Ｔ
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

周
辺
の
住
民
と
商
店
街
と
の
新
し
い
関
係
が
生

ま
れ
つ
つ
あ
る
。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
の

昭
和
6
3
年
の
市
民
生
活
白
書
で
は
、
「
沿

二俣川駅での二俣川商店街による

線
」
を
軸
に
市
民
の
生
活
圏
を
と
ら
え
、

各
沿
線
の
拠
点
駅
の
「
生
活
便
利
度
」
(
商
　

業
集
積
等
)
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
暮
ら
し
や
す
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
当
時
、
市
民
生
活
で
自
家
用

車
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
は
い
え
、
市

内
の
道
路
網
形
成
が
追
い
つ
か
ず
、
横
浜

市
民
の
生
活
行
動
は
圧
倒
的
に
鉄
道
網
に

依
存
し
、
駅
を
中
心
に
日
常
生
活
が
展
開

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
今
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

相
鉄
だ
け
で
な
く
、
京
急
や
東
急
な
ど

横
浜
駅
を
中
心
と
す
る
既
成
路
線
の
旅
客

数
は
平
成
3
～
4
年
を
境
に
減
り
続
け

てい
る
。
沿
線
全
体
の
少
子
高
齢
化
が
進
ん

だ
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
環
状
2
号
線
の

全
線
開
通
が
示
す
よ
う
に
、
市
内
の
道
路
　

交
通
網
は
成
熟
段
階
に
入
り
始
め
、
市

域
外
も
含
め
た
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
型
商
業
施

設
の
集
積
が
市
民
の
生
活
行
動
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
性
に
対
応
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
影
響
も
大
き
い

つ
ま
り
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
相
鉄
線

の
商
店
街
の
取
り
組
み
事
例
は
、
も
は
や

駅
前
の
立
地
性
だ
け
で
乗
降
客
を
あ
て
に

し
て
い
て
は
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
駅
前

商
店
街
の
強
い
危
機
感
の
裏
返
し
で
あ
る
。

加
え
て
、
モ
ノ
を
提
供
す
る
場
と
し
て

の
「
商
店
街
」
と
い
う
形
態
そ
の
も
の
が

転
機
を
迎
え
て
い
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
モ
ノ
だ
け
で
な
く
、
情
報
を
中
心
と

し
た
生
活
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
提
供
す
る
場

で
あ
る
。
ま
た
、
商
店
街
と
い
う
空
間
を

周
辺
住
民
と
の
連
携
も
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
で
ど
の
よ
う
に
公
共
的
な
空
間

に
変
え
て
い
け
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

。
こ
れ
ま
で
「
駅
」
の
方
を
向
い
て
乗
降

客
を
相
手
に
商
売
を
し
て
い
た
駅
前
商
店

街
も
、
周
辺
の
住
宅
街
に
目
線
を
合
わ
せ

、

周
辺
住
民
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―

シ
ョ
ン
の
中
で
、
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え

よ
う
。

そ
の
こ
と
が
ま
た
、
「
駅
」
そ
の
も
の
が

持
つ
可
能
性
の
再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
。
二
俣
川
商
店
街
で
は
、
平
成
1
3
年

1
月
か
ら
商
店
街
の
各
店
舗
が
交
代
で
駅

構
内
で
の
展
示
販
売
を
始
め
た
と
こ
ろ
、

商
店
街
で
店
を
開
い
て
い
る
時
の
倍
以
上

も
売
り
上
げ
が
あ
っ
た
と
い
う

。
駅
と
商
店
街
と
住
宅
街
ど
と
の
関
係
を
再

構
築
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
臨
海
都
心
部
と

郊
外
を
結
ぶ
鉄
道
沿
線
エ
リ
ア
の
大
き
な

課
題
だ
と
い
え
る
。

商
店
街
を
目
指
し
て

展示販売
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